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毎日の通勤路、車を運転中に歩道を進む小学
生の列が目に入る。心なしか前方の車も児童の
横を過ぎるときは速度を落としている。

多くのドライバーが滋賀県大津市で起きた事
故を思い出し、子ども達の行動や自身の運転に
注意しているのではないだろうか。

自身の命を守るためにも、まずは「自分は大丈
夫」という過信をなくし、安全確認・安全運転を
心掛けたい。
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「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

①４月から新規就農し、季節野菜等のオーガニック栽
培に挑戦しています。また、家族と数種類の果樹を
２ha栽培しています。

②自分で栽培した野菜を初めて収穫し、家族においし
いと言ってもらえたこと。

③信頼
④愛犬と遊ぶ。音楽DVD鑑賞。
⑤規模を拡大し、たくさんのオーガニック野菜を消費者

に届けたいです。

①両親と一緒に、水稲15haの栽培と繁殖和牛10頭を
飼育しています。

②水田の管理を頼まれている人から、喜ばれることです。
③見て学べ
④時間があれば兄弟とライブを観たりしています。
⑤水稲も家畜も規模を拡大しながら、地域の農業を守

るために貢献していきたいです。

由布市挾間町　宇都宮　夢さん（21）

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

うつのみや ゆめ

杵築市山香町　河野　翔太さん（22）
かわの しょうた

ひんやり
山形の「だし」
ひんやり
山形の「だし」

● 作り方
 ①調味料はあらかじめ混ぜておく（めんつゆ、ポン酢で代用可）
 ②野菜を細かく刻む（ナスは事前に５分程水にさらしあく抜き）
 ③刻んだ野菜と調味料を混ぜて冷蔵庫で冷やして完成。

● 材料（５人前）
 　きゅうり……………… １本
 　ナス ………………… １本
 　ミョウガ……………… ３本
 　オクラ………………… ５本
 　しそ ………………… ５枚

 　クロメ………………… 20ｇ
 　カツオだし…………… 適量
 　薄口醤油 …………… 適量
 　レモン汁 …………… 適量
※材料はお好みの夏野菜を入れて

今回、レシピを教えてくれたのは米農家で旅館経営をされている竹田
市直入町の御沓洋子さん。夏野菜と香味野菜を合わせた暑い日にぴった
りの料理で、御沓家オススメのアレンジを加えてます。

※山形県村山地方の
　郷土料理です。
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つくってみちょくれ！
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大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

※本表紙の撮影では航空法等に従い水を散布しています。
　実際の防除作業ではヘルメット・保護マスク等を着用し安全に作業を行いましょう。
※本表紙の撮影では航空法等に従い水を散布しています。
　実際の防除作業ではヘルメット・保護マスク等を着用し安全に作業を行いましょう。



無
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機
の
普
及

　

近
年
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
無
人

機
の
導
入
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
特
に
ド

ロ
ー
ン
等
の
小
型
無
人
機
は
農
薬
散
布
作

業
の
面
で
、
中
山
間
地
の
狭
小
な
場
所
で

も
利
用
で
き
る
こ
と
や
、
農
業
者
の
高
齢

化
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
動
力
噴
霧

機
等
に
よ
る
防
除
作
業
と
比
較
し
て
、
よ

り
省
力
化
・
効
率
化
を
図
れ
る
な
ど
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
在
、
農
作
業
の
現
場
で
実

際
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
無
人
機
の
一
部

と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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農
業
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
無
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機

は
主
に
無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）、
無
人

水
上
艇
（
Ｕ
Ｓ
Ｖ
）、無
人
地
上
車
両
（
Ｕ

Ｇ
Ｖ
）
の
３
種
類
が
あ
り
、
一
般
に
無
人

で
遠
隔
操
作
や
自
動
制
御
に
よ
っ
て
動
く

機
体
を
ド
ロ
ー
ン
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
内
、
３
枚
以
上
の
ロ
ー
タ
ー
を
持

つ
無
人
航
空
機
で
、
農
業
用
と
し
て
使
用

す
る
も
の
を
産
業
用
（
農
業
用
）
マ
ル
チ

ロ
ー
タ
ー
と
い
い
ま
す
。
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紹
介
す
る
無
人
機
は
大
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般
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人
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水
産
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空
協
会
指
定

の
農
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ド
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公
認
ス
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ル
を
開
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て
い
る
イ
ー
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
（
大
分
市
）
が
取
り
扱
う
自
社
製

品
及
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株
式
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社
エ
ン
ル
ー
ト
開
発
の

製
品
に
な
り
ま
す
。

　

大
分
県
農
業
共
済
組
合
が
そ
の
利
用
及

び
性
能
等
を
推
奨
・
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
く
ま
で
参
考
情
報

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

取材協力

EAMS JAPAN株式会社
代表取締役社長　溝部　弘之さん
1970 年生 大分県出身
2016 年９月 西日本クロノス株式会社設立
2018 年２月 EAMS JAPAN株式会社
 （社名変更）

■農林水産航空協会認定指導教官
■株式会社丸山製作所  顧問
■大分県ドローン協議会  企画委員
■大分県農薬指導士
※ 各種無人機の製造、産業用ドローン認定
教習、メンテナンス等を行う。

お問い合わせ
☎ 097-523-1515

無
人
機
の
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及
と
利
用

U.A.V

U.G.V

Unmanned Aerial Vehicle

Unmanned Ground Vehicle

U.S.V
Unmanned
Surface
Vehicle

製造会社名 ㈱エンルート

ローター数 ６枚

最大離陸重量 14kg

タンク容量（液剤） ５ℓ

タンク容量（１kg粒剤） ７ℓ

最大飛行時間 約10分
（積載散布時）

製造会社名 ㈱エンルート

ローター数 ６枚

最大離陸重量 24.9kg

タンク容量（液剤） ９ℓ

タンク容量（１kg粒剤） ７ℓ

最大飛行時間 約15～20分
（積載散布時）

農業用マルチローター

農業用水上艇

農業用陸上走行車両

ザイオンAC940-D

LEGATO2019

ザイオンAC1500

機体仕様

機体仕様

※詳細は各自でお問い合わせください

※詳細は各自でお問い合わせください

　2015 年に発売され、農薬散布使用に
長い実績のあるマルチローター。各種セ
ンサーが機体の高さや位置を安定させ、
GPS を利用した速度制御機能付きなの
で、簡単に一定の速度で飛行させること
ができ、防除で重要な均等散布が特別な
技能無しに実施できる。オプションとし
て粒剤散布装置が用意されている。（イー
ムズジャパン）

　最近注目を集めている水上型ドローン。
写真はイームズジャパンが水稲防除用とし
て独自開発したもの。
　上空ドローンに比べ、地上散布のため
農薬散布時のドリフト（飛散）や落下等の
心配がない。液剤・粒剤切り替え可能で、
タンク容量は３ℓ、稼動時間は約 20分（積
載散布時）。今後の普及が期待されている。

　こちらもイームズジャパンが主に農薬
散布や水やり用途に開発した陸上走行型
の無人機。
　スペースの狭いハウス内での防除作業
等への利用が期待されている。また、畝
幅に合わせた形状や GPS を使った自動
走行など、農業者の要望に合わせて進化
している。

　新しい農業用大型ドローン。高性能で
大容量のバッテリーの搭載により、広範
囲での効率の良い散布を実現。１haの広
さの農地を液剤なら 10 分で、豆粒なら
５分で散布することができる。散布中に
液剤がなくなってしまった場合は、LED
が点滅してオペレーターに知らせるな
ど、数々の親切設計も盛り込まれている。
（イームズジャパン）

ザイオンAC940-D
農林水産航空協会性能確認番号  第MR-01号

ザイオンAC1500
農林水産航空協会性能確認番号  第MR-09号
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用
ま
で
の
流
れ
（
一
例
）

　

産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
で
農
薬
を
空
中
散
布
す
る

場
合
の
購
入
か
ら
運
用
ま
で
の
流
れ
の
一
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
場
合
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更
等
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
が
、
現
状
、

操
縦
に
必
要
な
免
許
（
国
家
資
格
）
は
あ
り
ま
せ
ん
（
６

月
現
在
）。
た
だ
し
、
そ
の
飛
行
や
空
中
散
布
に
は
国
土

交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
な
ど
各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

大
分
県
内
で
は
、
前
頁
２
機
種
に
つ
い
て
、
そ
の
操
縦

や
安
全
運
航
に
必
要
な
技
能
を
取
得
す
る
た
め
の
「
産
業

用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
認
定
ス
ク
ー
ル

（
民
間
資
格
）」
を
イ
ー
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
開
講

し
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
の
利
用

※㈱エンルート製  ザイオンAC940-D の場合

年　齢 満 16歳以上で日本国籍を有する
視　力 矯正視力が両眼で 0.7以上
 弁色力が正常であること
聴　力 通常会話が聞き取れること
その他 操縦に支障及ぼす身体的欠損のないこと
 関係する教本が読めること
 生産組合長もしくは、農事区長の推薦等をもとに判断
 ※反社会的勢力に属する方はお断りします。

産業用マルチローターオペレーター
技能認定基準に定められた学科
（航空法規、農薬取締法、実技講習等。試験あり）

初心者 約 20 万円（４日間）
無人ヘリ有資格者 約 11 万円（２日間）

受講資格 学科内容

受講料等

① 

講
習
を
受
講

③ 

飛
行
・
薬
剤
散
布
の
申
請
・
許
可

④ 

液
剤
・
粒
剤
の
散
布

⑤ 

定
期
点
検

②  「
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー

 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
認
定
証
」の

 

交
付

※  

２
機
種
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
教
習
は
全
国
の

特
約
店
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※  

空
中
散
布
等
を
目
的
と
し
た
無
人
航
空

機
の
飛
行
に
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可

な
ど
、各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※  

マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
で
農
薬
を
空
中
散
布
す

る
場
合
は
農
薬
ラ
ベ
ル
を
必
ず
確
認
し
、

使
用
基
準
を
守
っ
て
散
布
す
る
こ
と
。

※ 

機
種
ご
と
受
講
・
交
付
さ
れ
る
。

 

交
付
後
、機
体
を
購
入
す
る
。

購
入
か
ら
運
用
ま
で
の
流
れ
（
一
例
）

EAMS JAPANアカデミー（教習）

（
一
例
）

航
空
法

　

ド
ロ
ー
ン
を
含
む
無
人
航
空
機
（
２
０
０
ｇ
以
上
）
の

使
用
に
つ
い
て
航
空
法
で
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承

認
が
必
要
な
空
域
に
つ
い
て
（
図
１
）
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
（
Ａ
）
〜
（
Ｃ
）
の
空
域
の
よ
う
に
、
航
空
機
の
航
行

の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
空
域
や
、
落
下

し
た
場
合
に
地
上
の
人
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

高
い
空
域
に
お
い
て
、
無
人
航
空
機
を
飛
行
さ
せ
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
等
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
飛
行
方
法
に
つ
い
て
も
国
土
交
通
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
場
合
を
除
い
て
、
左
記
の
項
目
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
対
策

　

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
無
人
航
空
機
の
安

全
運
航
、
農
薬
の
適
正
使
用
に
あ
た
り
、
航
空
法
、
農
薬

取
締
法
、
食
品
衛
生
法
等
に
つ
い
て
も
遵
守
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン

機
等
）
の
飛
行
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
で
は
農
林
水
産
航
空
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
安
全
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、活
用
し
ま
し
ょ
う
。

大
分
県
の
取
り
組
み

　

大
分
県
で
は
、
無
人
航
空
機
の
利
用
に
よ
る
空
中
散
布

等
に
つ
い
て
、
人
畜
、
農
作
物
、
公
衆
衛
生
等
へ
の
安
全

性
を
確
保
し
、
適
性
な
実
施
を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
お
り
、
実
施
者
に
対
し
防
除
計
画
や
年
間

事
業
計
画
、散
布
実
績
等
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
人
航
空
機
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
際
の
報

告
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
無

人
航
空
機
で
空
中
散
布
等
を
行

う
場
合
は
、
常
に
最
新
の
法
律

や
指
針
等
の
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

航
空
法
規
と
安
全
対
策

大
分
県
の
「
無
人
航
空
機
利
用
に
よ
る
農
薬
散
布
指
導
に

関
す
る
基
本
方
針
」
等
は
こ
ち
ら
←

https://w
w
w
.pref.oita.jp/soshiki/15060/e-na.htm

l

①  

日
中（
日
の
出
か
ら
日
没
）に
飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

②  

目
視（
直
接
肉
眼
に
よ
る
）範
囲
内
で
常
時
監
視
し
て

飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

③  

人（
第
三
者
）又
は
物
件（
第
三
者
の
）と
の
間
に
30
ｍ

以
上
の
距
離
を
保
っ
て
飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

④  

祭
礼
、縁
日
な
ど
多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
の
上
空

で
飛
行
さ
せ
な
い
こ
と
。

⑤  

爆
発
物
な
ど
国
土
交
通
省
で
定
め
る
危
険
物（
農
薬

含
む
）を
輸
送
し
な
い
こ
と
。

⑥  

無
人
航
空
機
か
ら
物（
農
薬
含
む
）を
投
下
し
な
い
こ
と
。

※空域の形状はイメージ

【図１】無人航空機の飛行で許可が必要な空域（国土交通省HPより）

A C

B D

A C

B

D

空港等の周辺（進入表面等）の
上空の空域
安全性を確保し、許可を受けた
場合は飛行可能

人口集中地区の上空
安全性を確保し、許可を
受けた場合は飛行可能

150m以上の高さの空域
安全性を確保し、許可を受けた
場合は飛行可能

A、B、C以外の空域
飛行可能
※農薬の空中散布は許可が必要

農
林
水
産
航
空
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
←

http://w
w
w
.j3a.or.jp/business/m

ultirotor.htm
l

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
←

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.htm

l
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利
用
ま
で
の
流
れ
（
一
例
）

　

産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
で
農
薬
を
空
中
散
布
す
る

場
合
の
購
入
か
ら
運
用
ま
で
の
流
れ
の
一
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
場
合
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更
等
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
が
、
現
状
、

操
縦
に
必
要
な
免
許
（
国
家
資
格
）
は
あ
り
ま
せ
ん
（
６

月
現
在
）。
た
だ
し
、
そ
の
飛
行
や
空
中
散
布
に
は
国
土

交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
な
ど
各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

大
分
県
内
で
は
、
前
頁
２
機
種
に
つ
い
て
、
そ
の
操
縦

や
安
全
運
航
に
必
要
な
技
能
を
取
得
す
る
た
め
の
「
産
業

用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
認
定
ス
ク
ー
ル

（
民
間
資
格
）」
を
イ
ー
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
開
講

し
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
の
利
用
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年　齢 満 16歳以上で日本国籍を有する
視　力 矯正視力が両眼で 0.7以上
 弁色力が正常であること
聴　力 通常会話が聞き取れること
その他 操縦に支障及ぼす身体的欠損のないこと
 関係する教本が読めること
 生産組合長もしくは、農事区長の推薦等をもとに判断
 ※反社会的勢力に属する方はお断りします。

産業用マルチローターオペレーター
技能認定基準に定められた学科
（航空法規、農薬取締法、実技講習等。試験あり）

初心者 約 20 万円（４日間）
無人ヘリ有資格者 約 11 万円（２日間）

受講資格 学科内容

受講料等

① 

講
習
を
受
講

③ 

飛
行
・
薬
剤
散
布
の
申
請
・
許
可

④ 

液
剤
・
粒
剤
の
散
布

⑤ 

定
期
点
検

②  「
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー

 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
認
定
証
」の

 

交
付

※  

２
機
種
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
教
習
は
全
国
の

特
約
店
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※  

空
中
散
布
等
を
目
的
と
し
た
無
人
航
空

機
の
飛
行
に
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可

な
ど
、各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※  

マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
で
農
薬
を
空
中
散
布
す

る
場
合
は
農
薬
ラ
ベ
ル
を
必
ず
確
認
し
、

使
用
基
準
を
守
っ
て
散
布
す
る
こ
と
。

※ 

機
種
ご
と
受
講
・
交
付
さ
れ
る
。

 

交
付
後
、機
体
を
購
入
す
る
。

購
入
か
ら
運
用
ま
で
の
流
れ
（
一
例
）

EAMS JAPANアカデミー（教習）

（
一
例
）

航
空
法

　

ド
ロ
ー
ン
を
含
む
無
人
航
空
機
（
２
０
０
ｇ
以
上
）
の

使
用
に
つ
い
て
航
空
法
で
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承

認
が
必
要
な
空
域
に
つ
い
て
（
図
１
）
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
（
Ａ
）
〜
（
Ｃ
）
の
空
域
の
よ
う
に
、
航
空
機
の
航
行

の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
空
域
や
、
落
下

し
た
場
合
に
地
上
の
人
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

高
い
空
域
に
お
い
て
、
無
人
航
空
機
を
飛
行
さ
せ
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
等
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
飛
行
方
法
に
つ
い
て
も
国
土
交
通
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
場
合
を
除
い
て
、
左
記
の
項
目
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
対
策

　

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
無
人
航
空
機
の
安

全
運
航
、
農
薬
の
適
正
使
用
に
あ
た
り
、
航
空
法
、
農
薬

取
締
法
、
食
品
衛
生
法
等
に
つ
い
て
も
遵
守
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン

機
等
）
の
飛
行
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
で
は
農
林
水
産
航
空
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
安
全
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、活
用
し
ま
し
ょ
う
。

大
分
県
の
取
り
組
み

　

大
分
県
で
は
、
無
人
航
空
機
の
利
用
に
よ
る
空
中
散
布

等
に
つ
い
て
、
人
畜
、
農
作
物
、
公
衆
衛
生
等
へ
の
安
全

性
を
確
保
し
、
適
性
な
実
施
を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
お
り
、
実
施
者
に
対
し
防
除
計
画
や
年
間

事
業
計
画
、散
布
実
績
等
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
人
航
空
機
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
際
の
報

告
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
無

人
航
空
機
で
空
中
散
布
等
を
行

う
場
合
は
、
常
に
最
新
の
法
律

や
指
針
等
の
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

航
空
法
規
と
安
全
対
策

大
分
県
の
「
無
人
航
空
機
利
用
に
よ
る
農
薬
散
布
指
導
に

関
す
る
基
本
方
針
」
等
は
こ
ち
ら
←

https://w
w
w
.pref.oita.jp/soshiki/15060/e-na.htm

l

①  

日
中（
日
の
出
か
ら
日
没
）に
飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

②  

目
視（
直
接
肉
眼
に
よ
る
）範
囲
内
で
常
時
監
視
し
て

飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

③  

人（
第
三
者
）又
は
物
件（
第
三
者
の
）と
の
間
に
30
ｍ

以
上
の
距
離
を
保
っ
て
飛
行
さ
せ
る
こ
と
。

④  

祭
礼
、縁
日
な
ど
多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
の
上
空

で
飛
行
さ
せ
な
い
こ
と
。

⑤  
爆
発
物
な
ど
国
土
交
通
省
で
定
め
る
危
険
物（
農
薬

含
む
）を
輸
送
し
な
い
こ
と
。

⑥  
無
人
航
空
機
か
ら
物（
農
薬
含
む
）を
投
下
し
な
い
こ
と
。

※空域の形状はイメージ

【図１】無人航空機の飛行で許可が必要な空域（国土交通省HPより）
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空港等の周辺（進入表面等）の
上空の空域
安全性を確保し、許可を受けた
場合は飛行可能

人口集中地区の上空
安全性を確保し、許可を
受けた場合は飛行可能

150m以上の高さの空域
安全性を確保し、許可を受けた
場合は飛行可能
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飛行可能
※農薬の空中散布は許可が必要
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水
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航
空
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会
の
ホ
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ム
ペ
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ジ
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ら
←
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w
w
.j3a.or.jp/business/m
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省
の
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ペ
ー
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７
月
31
日
㈬
は
水
稲
共
済
掛
金
等

の
納
入
期
限
で
す

口
座
か
ら
の
振
替（
Ｊ
Ａ
口
座
）

※  

大
分
銀
行
等
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
を
ご
登
録
の
方
は

口
座
振
替
日
が
異
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
産
の
水
稲
作
付
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
本
年

産
水
稲
の
地
名
地
番
・
作
付
面
積
等
の
内
容
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

変
更
や
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
地
名
地
番
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

②
作
付
面
積
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

③
品
種
名
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

④
作
付
し
て
い
な
い
の
に
記
載
さ
れ
て
い
る
耕
地
が
あ
る

⑤
作
付
し
た
が
記
載
の
な
い
耕
地（
申
告
漏
れ
）が
あ
る

指
定
口
座
か
ら
の
振
替
の
場
合

作
付
確
認
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
水
稲
共
済
の
納
入
期
限
が
例
年
よ
り
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
、
契
約
が
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
稲
共
済
の
お
知
ら
せ

今
年
も
水
稲
共
済
掛
金
等
の
納
入
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
水
稲
共
済
は
農

業
保
険
法
に
基
づ
き
、
自
然
災
害
等
に
備
え
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
国
の
政
策
保
険
で
す
。

水
稲
共
済
に
加
入
さ
れ
る
皆
様
に
「
加
入
承
諾
書
兼
掛
金
等
払
込
通
知
書
」・「
納

付
書
」・「
作
付
確
認
書
」
等
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
指
定
の
口
座
か
ら
の
振
替
、

納
付
書
に
よ
る
振
込
み
等
の
方
法
に
よ
り
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7/18
（木）

チェック
ポイント

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

重
要損

害
防
止
事
業

獣
害
対
策
器
具
・

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
薬
剤
等
の

購
入
費
の
一
部
補
助

動
力
噴
霧
機
・
水
田
用

乗
用
溝
切
り
機
を

無
料
貸
出

　

水
稲
共
済
ま
た
は
収
入
保
険
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、本
年
産
水

稲
の
獣
害
対
策
を
目
的
と
し
て
設
置
す

る
器
具
等
及
び
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に

使
用
す
る
薬
剤
に
対
し
て
、そ
の
購
入
経

費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

交
付
条
件

① 

本
年
産
に
か
か
る
水
稲
の
作
付
耕
地
の

獣
害
対
策
を
目
的
と
し
て
新
た
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

② 

電
柵
用
バ
ッ
テ
リ
ー
及
び
電
池
は
、
電
柵

用
に
の
み
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。

③ 

箱
罠
・
く
く
り
罠
は
免
許
所
持
者
に
限
る
。

④ 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に
購
入
し
散
布

し
た
登
録
農
薬
で
あ
る
こ
と
。

⑤ 

補
助
金
交
付
申
請
に
係
る
書
類
が
全
て

提
出
さ
れ
、
不
備
が
な
い
こ
と
。

申請期限
令和元年11月29日㈮

申
請
書
類

　

申
請
書
類
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
各
支
所
・
出
張
所
に
て

配
布
し
ま
す
。
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
請

書
類
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
水
稲
・
大
豆
の
病
虫
害
防
除
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
動
力
噴
霧
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
稲
の
倒
伏
防
止
対
策
と
し
て
、
水
田
用
乗

用
溝
切
り
機
の
無
料
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農
家
経
営
を
支
援
し
ま
す

加
入
者
の
皆
様
の
農
作
物
等
の
損
害
を
軽
減
し
、
安
定
し
た

農
家
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
も
以
下
の
損
害
防
止

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
：
水
稲
共
済
・
収
入
保
険
制
度
加
入
者

補助対象 補助額 限度額

電気防護柵（器具一式・本体のみ）

購入経費の総額から
県・市町村補助額を控
除した額の30％以内

※ 補助金交付額は、水
稲損害防止事業の
予算の範囲内

一経営体ごとに40万円を上限

電柵用バッテリー及び電池
鉄線柵及び金網柵（器具一式）
防獣用ネット柵（器具一式）
トタン柵
箱罠
くくり罠（罠一式セットの物）

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）用薬剤
※ スクミリンゴガイの登録薬剤、但し石灰窒素は除く

10アール当たり800円を上限とし、
一経営体ごとに本年加入面積に
800円を乗じた額を上回らない額

動力噴霧機

水田用
乗用溝切り機

例年、水稲共済金の
約４割～５割は
獣害によるものだよ！
しっかり対策しよう！
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７
月
31
日
㈬
は
水
稲
共
済
掛
金
等

の
納
入
期
限
で
す

口
座
か
ら
の
振
替（
Ｊ
Ａ
口
座
）

※  

大
分
銀
行
等
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
を
ご
登
録
の
方
は

口
座
振
替
日
が
異
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
産
の
水
稲
作
付
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
本
年

産
水
稲
の
地
名
地
番
・
作
付
面
積
等
の
内
容
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

変
更
や
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
地
名
地
番
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

②
作
付
面
積
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

③
品
種
名
が
相
違
し
て
い
る
耕
地
が
あ
る

④
作
付
し
て
い
な
い
の
に
記
載
さ
れ
て
い
る
耕
地
が
あ
る

⑤
作
付
し
た
が
記
載
の
な
い
耕
地（
申
告
漏
れ
）が
あ
る

指
定
口
座
か
ら
の
振
替
の
場
合

作
付
確
認
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
水
稲
共
済
の
納
入
期
限
が
例
年
よ
り
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
、
契
約
が
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
稲
共
済
の
お
知
ら
せ

今
年
も
水
稲
共
済
掛
金
等
の
納
入
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
水
稲
共
済
は
農

業
保
険
法
に
基
づ
き
、
自
然
災
害
等
に
備
え
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
国
の
政
策
保
険
で
す
。

水
稲
共
済
に
加
入
さ
れ
る
皆
様
に
「
加
入
承
諾
書
兼
掛
金
等
払
込
通
知
書
」・「
納

付
書
」・「
作
付
確
認
書
」
等
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
指
定
の
口
座
か
ら
の
振
替
、

納
付
書
に
よ
る
振
込
み
等
の
方
法
に
よ
り
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7/18
（木）

チェック
ポイント

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

重
要損

害
防
止
事
業

獣
害
対
策
器
具
・

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
薬
剤
等
の

購
入
費
の
一
部
補
助

動
力
噴
霧
機
・
水
田
用

乗
用
溝
切
り
機
を

無
料
貸
出

　

水
稲
共
済
ま
た
は
収
入
保
険
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、本
年
産
水

稲
の
獣
害
対
策
を
目
的
と
し
て
設
置
す

る
器
具
等
及
び
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に

使
用
す
る
薬
剤
に
対
し
て
、そ
の
購
入
経

費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

交
付
条
件

① 

本
年
産
に
か
か
る
水
稲
の
作
付
耕
地
の

獣
害
対
策
を
目
的
と
し
て
新
た
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

② 

電
柵
用
バ
ッ
テ
リ
ー
及
び
電
池
は
、
電
柵

用
に
の
み
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。

③ 

箱
罠
・
く
く
り
罠
は
免
許
所
持
者
に
限
る
。

④ 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に
購
入
し
散
布

し
た
登
録
農
薬
で
あ
る
こ
と
。

⑤ 

補
助
金
交
付
申
請
に
係
る
書
類
が
全
て

提
出
さ
れ
、
不
備
が
な
い
こ
と
。

申請期限
令和元年11月29日㈮

申
請
書
類

　

申
請
書
類
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
各
支
所
・
出
張
所
に
て

配
布
し
ま
す
。
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
請

書
類
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
水
稲
・
大
豆
の
病
虫
害
防
除
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
動
力
噴
霧
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
稲
の
倒
伏
防
止
対
策
と
し
て
、
水
田
用
乗

用
溝
切
り
機
の
無
料
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農
家
経
営
を
支
援
し
ま
す

加
入
者
の
皆
様
の
農
作
物
等
の
損
害
を
軽
減
し
、
安
定
し
た

農
家
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
も
以
下
の
損
害
防
止

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
：
水
稲
共
済
・
収
入
保
険
制
度
加
入
者

補助対象 補助額 限度額

電気防護柵（器具一式・本体のみ）

購入経費の総額から
県・市町村補助額を控
除した額の30％以内

※ 補助金交付額は、水
稲損害防止事業の
予算の範囲内

一経営体ごとに40万円を上限

電柵用バッテリー及び電池
鉄線柵及び金網柵（器具一式）
防獣用ネット柵（器具一式）
トタン柵
箱罠
くくり罠（罠一式セットの物）

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）用薬剤
※ スクミリンゴガイの登録薬剤、但し石灰窒素は除く

10アール当たり800円を上限とし、
一経営体ごとに本年加入面積に
800円を乗じた額を上回らない額

動力噴霧機

水田用
乗用溝切り機

例年、水稲共済金の
約４割～５割は
獣害によるものだよ！
しっかり対策しよう！
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この特約を付帯する場合、掛金が
一律で上乗せされます。

火災共済で

一律プラス 1,100円
総合共済で

一律プラス 3,490円

加
入
内
容
は
十
分
で
す
か
？

「
特
約
」を
付
け
て
さ
ら
に
安
心
に
！

　NOSAI の建物共済は１年間の短期補償です。毎年の契約更改時には、現在の加
入内容をしっかり確認し、不安があれば見直しましょう。また、共済金額（加入額）
が共済価額（評価額。同程度の建物などを再取得するために必要な額）に満たない
場合、損害額の一部しか補償が受けられませんので、十分な補償が受けられるよう
評価額いっぱいに加入しましょう。

　この特約に加入していただくと、30万円までの損害は満額で補償します。火災共済で
は落雷等による家電製品の損害、総合共済では前記に加え台風等による瓦の損害など、
小さな被害を受けたときでも安心です。

　この特約に加入していただくと、建物の損害に支払う損害共済金とは別に、下記の各
費用が臨時費用共済金として支払われます。ただし、掛金は臨時費用担保特約付掛金
になります。

火災
共済

総合
共済

普通物件
木造住宅（一般造）

1,000万円加入した場合

普通物件
木造住宅（一般造）

1,000万円加入した場合

掛金（年間）
9,410円

掛金（年間）
29,860円

火災共済（一律）
1,100円

総合共済（一律）
3,490円

合計
10,510円

合計
33,350円

〈掛金例〉

① 地震等を除くすべての事故に、
加入者の選択により損害共済金
の10％・20％・30％（250万円限
度）を追加してお支払します。

この特約を付帯するには、加入金
額が１棟 1,000 万円以上である建
物に限ります。
※ 同一棟で火災共済及び総合共済（共
済責任期間が同一であるものに限
る）の加入金額合計が1,000万円以
上の場合も、火災共済または総合共
済のいずれかに付帯できます。

② 火災等の事故で死亡・後遺障害
が発生した場合、ご契約金額の
30％（１事故１名につき200万円
が限度）をお支払します。

掛金 付帯条件

小損害実損塡補特約

臨時費用担保特約

特約
①

特約
②

契約更改時に補償内容を見直しましょう

「特約」の加入を検討しましょう

小さな被害でも安心！

30万円までの損害は満額で補償！

思わぬ出費をカバー！

＝＋

＝＋

家具類の
加入も確認
しましょう！

 【高校・大学】あわせて５名程度

 【高卒】平成５年４月２日～平成 14 年４月１日生

 【大卒】平成５年４月２日～平成 10 年４月１日生

 ※普通自動車運転免許（採用月日までに取得）

 ① 10月20日㈰　　② 11月17日㈰

 ①第一次選考： 筆記試験（教養試験及び適性試験）

 ②第二次選考： 小論文及び面接試験
  ※一次選考合格者

 令和元年８月26日㈪～９月24日㈫　※当日消印有効

職員採用情報のお知らせ

採用に関するお問い合わせ TEL.097-544-8110 本所  経営企画部 経営企画課  担当：穴井・角
すみ

一般職員【高校卒業の部・大学卒業の部】

一般職員
採用ガイダンスを開催！

開催日

第１回 令和元年７月27日㈯
第２回 令和元年８月10日㈯

会 場

NOSAIおおいた本所
大分市大道町３-１-１受験を検討されている方に、採用試験

の概要をはじめ、NOSAI事業の紹介、
NOSAIの仕事のやりがいや魅力につい
て説明します。

７月１日㈪からNOSAI本所・支所にて配布します。NOSAIおおいたホームページにも掲載します。

おおいた

令和２年４月採用の一般職員（総合職）採用試験を実施します。

採用予定者数

受 験 資 格

試験日・内容

申 込 期 間

 若干名

 昭和 62年４月２日～平成５年４月１日生

 ※ 会社員、公務員、自営業者等としての職務経験

又はボランティア活動への従事経験（期間等の要

件あり）

 ※普通自動車運転免許（採用月日までに取得）

 ① 11月３日㈰　　 ② 12 月１日㈰

 ①第一次選考： 筆記試験（適性検査）

 ②第二次選考： 小論文及び面接試験
  ※一次選考合格者

 令和元年９月９日㈪～10月７日㈪　※当日消印有効

一般職員【社会人経験者の部】
採用予定者数

受 験 資 格

試験日・内容

申 込 期 間

案内・申込書

ホームページの「職員採用情報」の「採用ガイ
ダンス申込フォーム」からお申込ください。

申 込
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 【高校・大学】あわせて５名程度

 【高卒】平成５年４月２日～平成 14 年４月１日生

 【大卒】平成５年４月２日～平成 10 年４月１日生

 ※普通自動車運転免許（採用月日までに取得）

 ① 10月20日㈰　　② 11月17日㈰

 ①第一次選考： 筆記試験（教養試験及び適性試験）

 ②第二次選考： 小論文及び面接試験
  ※一次選考合格者

 令和元年８月26日㈪～９月24日㈫　※当日消印有効

職員採用情報のお知らせ

採用に関するお問い合わせ TEL.097-544-8110 本所  経営企画部 経営企画課  担当：穴井・角
すみ

一般職員【高校卒業の部・大学卒業の部】

一般職員
採用ガイダンスを開催！

開催日

第１回 令和元年７月27日㈯
第２回 令和元年８月10日㈯

会 場

NOSAIおおいた本所
大分市大道町３-１-１受験を検討されている方に、採用試験

の概要をはじめ、NOSAI事業の紹介、
NOSAIの仕事のやりがいや魅力につい
て説明します。

７月１日㈪からNOSAI本所・支所にて配布します。NOSAIおおいたホームページにも掲載します。

おおいた

令和２年４月採用の一般職員（総合職）採用試験を実施します。

採用予定者数

受 験 資 格

試験日・内容

申 込 期 間

 若干名

 昭和 62年４月２日～平成５年４月１日生

 ※ 会社員、公務員、自営業者等としての職務経験

又はボランティア活動への従事経験（期間等の要

件あり）

 ※普通自動車運転免許（採用月日までに取得）

 ① 11月３日㈰　　 ② 12 月１日㈰

 ①第一次選考： 筆記試験（適性検査）

 ②第二次選考： 小論文及び面接試験
  ※一次選考合格者

 令和元年９月９日㈪～10月７日㈪　※当日消印有効

一般職員【社会人経験者の部】
採用予定者数

受 験 資 格

試験日・内容

申 込 期 間

案内・申込書

ホームページの「職員採用情報」の「採用ガイ
ダンス申込フォーム」からお申込ください。

申 込
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連載

収入保険制度が
スタートしました！

収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自
然災害による収量減少だけでなく、価格低下
なども含めた収入減少を補償する仕組みで、
青色申告を行っている農業者が対象です。

収入保険制度
とは？

野菜価格安定制度のうち、価格下落を補てんする事業と収入保険はどちらかを選択しての加入となり
ます。ただし、以下の事業は収入保険と同時に加入することができます。

収入保険に関する
ご相談・お問い合わせは
こちらまで

大分県農業共済組合 収入保険課 ☎ 097-544-8110

ポイント

野菜価格安定制度について

例えばこんな時…

Q. 野菜を栽培しているのですが
収入保険のメリットを教えてください

A. 自然災害はもちろん、価格の低下などを含め、
産地や出荷先などは問わず、野菜等の販売収入
の減少を広く補償します。

〈同時に加入が可能な事業〉

野菜を栽培する方には園芸施設共済（施設本体部分）と
収入保険のセット加入がお勧め！

価格下落時の出荷調整を支援する事業
（野菜需給均衡総合推進対策事業等）

契約取引において不作時の数量確保を支援する事業
（契約指定野菜安定供給事業数量確保タイプ）

● 地域が産地要件を満たさなくなること
はありません。

● JAの生産部会を脱退したり、出荷先を
変更する必要はありません。

価格下落を補てんする
野菜価格安定制度から
収入保険に移っても、

※野菜価格安定制度のうち価格下落を補てんする事業では、災害等により
対象野菜の出荷・販売ができなかった場合は補てんされません。

野菜経営者の皆様へ

雪害等により、設備が
壊れ栽培や出荷が
できなくなった場合

自然災害により、収
量や品質が低下した
場合

野菜の価格が低下
した場合

病気やケガでやむを
得ず野菜の収穫が
できない場合

野菜の運搬中に事故
が生じた場合

大
分
県
内
で
は
、今
年
に
入
っ
て
か
ら
５
月
末
ま
で
に
46
件
の
特
殊
詐
欺
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。そ
の
約
８
割
に
あ
た
る
36
件
が
架
空
請
求
詐
欺
に
よ

る
も
の
で
、被
害
額
は
約
８
，７
０
０
万
円
に
も
上
り
ま
す
。

昨
年
同
時
期
に
比
べ
る
と
被
害
件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、被
害
額
は

約
１
，２
０
０
万
円
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。特
に
、65
歳
以
上
の
被
害
者
は

全
体
の
45
％（
21
件
）を
占
め
て
い
ま
す
。今
回
は
架
空
請
求
詐
欺
の「
個
人
情

報
削
除
名
目
」の
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。

来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
全
国
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。今
後
、「
チ
ケ
ッ
ト
を
格
安
で
譲

る
」「
投
資
す
れ
ば
儲
か
る
」な
ど
の
不
審
電
話
が

あ
っ
て
も
絶
対
に
相
手
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地域
づくり

　
牛
も
人
と
同
様
に
高
温
多
湿
の
環
境
は
強
い
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、採

食
量
や
増
体
量
の
低
下
、
乳
量
・
乳
質
の
低
下
、さ
ら
に
は
受
胎
率
の

低
下
な
ど
生
産
性
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。畜
舎
の
暑
熱
対
策
は
本

格
的
に
暑
く
な
る「
前
」に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
畜
舎
の
形
態
に
よ
り
実
践
で
き
る
こ
と
は
異
な
り
ま
す
が
、大
事
な

の
は
牛
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
、
日
々
の
観
察
を
怠
ら
な
い
こ
と
で

す
。人
も
牛
も
栄
養
と
休
養
を
と
っ
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

牛舎の暑熱対策について

架空請求詐欺が多発中
東京五輪などを騙っ

た詐欺にも
要注意!!

架
空
請
求
詐
欺
が
多
発
中

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

枡谷  康治 室長
ますたに こうじ

国
際
的
イ
ベ
ン
ト
に

便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意

南部家畜診療所

獣医師   河野　剛
かわの つよし

牛
舎
環
境
の
改
善

牛
の
飼
養
管
理

■ 

換
気

 

ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
な
ど
の
排
出
を
促

す
た
め
、
板
や
シ
ー
ト
な
ど
を
撤
去

し
風
通
し
を
良
く
す
る
。さ
ら
に
換

気
扇
や
フ
ァ
ン
、業
務
用
の
扇
風
機
な

ど
で
強
制
的
に
風
の
流
れ
を
作
る
。

■ 

清
掃

 

呼
吸
器
疾
患
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に

も
な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
の
発
生
を

防
ぐ
為
、こ
ま
め
な
肥
出
し
を
行
う
。

さ
ら
に
通
路
や
飼
槽
の
掃
除
、
牛
舎

内
の
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
。

■ 

直
射
日
光
を
遮
断

 

換
気
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
遮

光
ネ
ッ
ト
や
す
だ
れ
な
ど
で
直
射
日

光
を
遮
断
す
る
。

■ 

十
分
な
飲
水
の
確
保

 

新
鮮
な
水
を
い
つ
で
も
十
分
に
飲
め

る
よ
う
に
、
水
槽
や
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ッ
プ
の
清
掃
・
点
検
を
行
う
。

■ 

採
食
量
の
確
保

 

良
質
で
牛
が
好
む
粗
飼
料
を
給
与
す

る
。（
涼
し
い
時
間
帯
に
餌
を
給
与
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
）

■ 

栄
養
補
給

 

消
耗
の
激
し
い
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ

ル
を
補
給
す
る
。（
食
欲
が
な
い
場
合

に
は
獣
医
師
の
往
診
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
）

■ 

ス
ペ
ー
ス
の
確
保

 

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
多
く
の
子
牛
が
入
る

と
、畜
舎
内
の
温
度
も
上
昇
し
、密
飼

い
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も
大
き
く
な
る
。

公
的
機
関
等
を
名
乗
る
者
か
ら「
あ
な

た
の
個
人
情
報
が
数
社
に
漏
れ
て
い
る
」な

ど
と
連
絡
が
あ
り
、「
あ
な
た
の
名
義
を
肩

代
わ
り
す
る
人
を
紹
介
す
る
」な
ど
と
話
を

持
ち
か
け
ま
す
。複
数
の
人
物
が
役
回
り
を

分
担
し
電
話
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
、「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
、解

決
に
は
お
金
が
必
要
」な
ど
と
脅
さ
れ
、お

金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
削
除
名
目
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連載

収入保険制度が
スタートしました！

収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自
然災害による収量減少だけでなく、価格低下
なども含めた収入減少を補償する仕組みで、
青色申告を行っている農業者が対象です。

収入保険制度
とは？

野菜価格安定制度のうち、価格下落を補てんする事業と収入保険はどちらかを選択しての加入となり
ます。ただし、以下の事業は収入保険と同時に加入することができます。

収入保険に関する
ご相談・お問い合わせは
こちらまで

大分県農業共済組合 収入保険課 ☎ 097-544-8110

ポイント

野菜価格安定制度について

例えばこんな時…

Q. 野菜を栽培しているのですが
収入保険のメリットを教えてください

A. 自然災害はもちろん、価格の低下などを含め、
産地や出荷先などは問わず、野菜等の販売収入
の減少を広く補償します。

〈同時に加入が可能な事業〉

野菜を栽培する方には園芸施設共済（施設本体部分）と
収入保険のセット加入がお勧め！

価格下落時の出荷調整を支援する事業
（野菜需給均衡総合推進対策事業等）

契約取引において不作時の数量確保を支援する事業
（契約指定野菜安定供給事業数量確保タイプ）

● 地域が産地要件を満たさなくなること
はありません。

● JAの生産部会を脱退したり、出荷先を
変更する必要はありません。

価格下落を補てんする
野菜価格安定制度から
収入保険に移っても、

※野菜価格安定制度のうち価格下落を補てんする事業では、災害等により
対象野菜の出荷・販売ができなかった場合は補てんされません。

野菜経営者の皆様へ

雪害等により、設備が
壊れ栽培や出荷が
できなくなった場合

自然災害により、収
量や品質が低下した
場合

野菜の価格が低下
した場合

病気やケガでやむを
得ず野菜の収穫が
できない場合

野菜の運搬中に事故
が生じた場合

大
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で
は
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に
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。

来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
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・
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ラ

リ
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に
便
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に
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あ
な
た
の
名
義
を
肩

代
わ
り
す
る
人
を
紹
介
す
る
」な
ど
と
話
を

持
ち
か
け
ま
す
。複
数
の
人
物
が
役
回
り
を

分
担
し
電
話
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
、「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
、解

決
に
は
お
金
が
必
要
」な
ど
と
脅
さ
れ
、お

金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
削
除
名
目
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保健師さんの
健康アドバイス 熱中症

日田市医師会立 日田検診センター
保健師　渡辺　綾子

　
昨
年
は
近
年
ま
れ
に
み
る
猛
暑
で
し
た
。今
年

も
同
じ
よ
う
な
現
象
が
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
う
な

る
と
怖
い
の
が
熱
中
症
で
、家
で
過
ご
す
こ
と
の

多
い
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
と
は

● 

脱
水
対
策

水
や
お
茶
な
ど
で
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

● 

体
の
内
部
の
温
度
を
上
げ
な
い

外
出
す
る
と
き
は
、こ
ま
め
に
涼
し
い
場
所
で

の
休
憩
を
は
さ
み
、水
分
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。外
出
は
、で
き
る
だ
け
11
〜
15
時
ご

ろ
の
日
中
の
暑
い
時
間
帯
を
避
け
ま
す
。体
調

が
悪
い
と
き
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

● 

室
内
を
涼
し
く
す
る

熱
中
症
の
約
40
％
は
室
内
で
起
き
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。部
屋
は
カ
ー
テ
ン
な

ど
で
日
差
し
を
遮
り
、エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併

用
し
て
温
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。温
度
は
28
度
、

湿
度
は
70
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

 

熱
中
症
は
、適
切
な
対
策
を
と
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。特
に
、高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
る

と
、暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て

い
る
た
め
、周
囲
の
人
が
積
極
的
に
声
を
か
け
て

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防

　
暑
さ
が
原
因
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不

良
の
総
称
で
す
。重
症
化
す
る
と
、意
識
障
害
や

臓
器
の
機
能
障
害
を
起
こ
し
て
、命
を
落
と
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
が
起
こ
る
仕
組
み

　
体
内
で
発
生
し
た
熱
は
、血
液
に
そ
の
熱
を
移

し
ま
す
。熱
い
血
液
は
体
表
の
皮
膚
近
く
の
末
梢

血
管
に
広
が
り
、そ
の
熱
を
体
外
に
放
出
し
て
血

液
の
温
度
を
下
げ
、冷
え
た
血
液
が
体
内
に
戻
っ

て
い
く
こ
と
で
、体
を
冷
や
し
ま
す
。

　
暑
く
な
る
と
、血
液
中
の
熱
を
放
出
し
よ
う
と

末
梢
血
管
に
血
液
が
集
ま
る
た
め
、脳
を
含
む
内

臓
へ
の
血
流
が
減
り
、め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
と

い
っ
た
熱
中
症
の
初
期
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、暑
い
場
所
に
長
く
い
た
り
、脱
水
症
状

を
起
こ
し
て
汗
が
か
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

体
の
内
部
の
温
度
が
上
が
り
、脳
を
含
む
内
臓
の

働
き
が
低
下
し
、頭
痛
や
意
識
障
害
な
ど
の
重
い

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

(Ⅱ度の症状に加え)
・意識がない
・けいれん
・呼びかけへの
　反応がおかしい
・異常な高体温
・肝臓や腎臓の
　機能障害
・血液の凝固異常

・頭痛、吐き気、
　だるい
・力が入らない
・軽い意識障害

・ただちに救急車を
　要請(119)
・到着するまで、
　涼しい場所へ
　移動し、 安静を保つ
・体が熱い場合は、
　保冷材などで冷やす

(Ⅰ度の対処法に加え)
・体を冷やす
　→自力で水分を
　　とれない場合や
　　症状がよくならな
　　ければ病院へ

症状 対処法重症度

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

熱中症の分類と対処法

・めまい、立ちくらみ
・筋肉がつる
・手足のしびれ
・気分が悪い

・涼しいところで
　休ませる
・水分・塩分を補給
　→症状がよくならな
　　ければ病院へ

くびわき

また

くびわき

また

頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

地
域
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
繋
ぐ

共
済
部
長
・
評
価
員
を
務
め
て
10
年
目
に
な
り

ま
す
。「
山
中
営
農
組
合
い
ず
み
の
里
」
の
構
成

員
と
し
て
、水
稲
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、麦
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
大
豆
80
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

私
の
地
区
は
杵
築
市
八
坂
の
山
間
部
に
あ
り
、

法
面
が
多
く
草
刈
作
業
も
た
い
へ
ん
で
す
。
高
齢

化
が
進
み
農
地
の
保
全
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
地
区
の
方
々
と
協
力
し
て
環
境

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

昨
年
は
、
梅
雨
明
け
か
ら
の
少
雨
で
地
区
に
あ

る
池
の
水
が
不
足
し
、
水
稲
に
大
き
な
被
害
が
で

ま
し
た
。
ま
た
、猪
・
鹿
の
被
害
も
発
生
す
る
た
め
、

地
元
の
猟
友
会
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら

定
期
的
に
見
廻
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
産
よ
り
水
稲
共
済
が
任
意
加
入
と
な
り
ま

し
た
が
、
農
業
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
事
が
多

い
産
業
で
す
。
万
が
一
の
災
害
時
の
備
え
と
し
て

加
入
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

損
害
評
価
は
責
任
の
あ
る
仕
事
で
す
の
で
、
常

に
緊
張
感
を
持
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
の
連
絡
役
と
し
て
、
職

員
の
方
々
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
損
害
評
価
や
共

済
加
入
推
進
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

玖
珠
町
の
八
幡
中
野
地
区
で
共
済
部
長
を
務
め

て
い
ま
す
。地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
農
業
を
は
じ
め

て
７
年
目
。現
在
、
水
稲
50
ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
ピ
ー

マ
ン
４
棟
、シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
作
業
は
ひ
と
り
な
の
で
、
省
力
化
を

目
指
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に
息
子
や
孫

が
来
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
、
い
つ
も
と
違
い
に

ぎ
や
か
に
な
り
楽
し
い
も
の
で
す
。

作
物
は
採
れ
た
て
を
食
べ
る
の
が
一
番
の
贅
沢

だ
と
思
い
ま
す
。ピ
ー
マ
ン
も
時
間
が
経
つ
と
苦

味
が
出
て
き
ま
す
が
、
収
穫
直
後
は
甘
み
が
あ
り

孫
も
「
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

　
農
業
は
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、た
だ
作
物
を
採
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、多
く

の
人
に
農
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。今
後
は
体
験
型
農
業
や
新
規

移
住
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
農
業
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
も
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
は
法
改
正
な
ど
動
き
が
目
ま
ぐ

る
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
変
化
し
、
農
家
の
助
け
と
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
知
っ
て
ほ
し
い

中西部支所（玖珠町八幡）

宿利 和昭さん（63） 担当戸数６戸
しゅくり かずあき

東部支所（杵築市八坂）

藤崎 二三庸さん（71） 担当戸数15戸
ふじさき ふみつね
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同
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よ
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な
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が
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ま
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な
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と
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が
熱
中
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で
、家
で
過
ご
す
こ
と
の

多
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高
齢
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は
特
に
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が
必
要
で
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中
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は
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水
や
お
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で
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ま
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に
水
分
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を
し

ま
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う
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体
の
内
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の
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を
上
げ
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い

外
出
す
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と
き
は
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に
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い
場
所
で

の
休
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を
は
さ
み
、水
分
補
給
を
心
が
け
ま
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出
は
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だ
け
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時
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中
の
暑
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時
間
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を
避
け
ま
す
。体
調

が
悪
い
と
き
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
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ま
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う
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室
内
を
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す
る
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中
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の
約
40
％
は
室
内
で
起
き
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。部
屋
は
カ
ー
テ
ン
な

ど
で
日
差
し
を
遮
り
、エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併

用
し
て
温
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。温
度
は
28
度
、

湿
度
は
70
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

 

熱
中
症
は
、適
切
な
対
策
を
と
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。特
に
、高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
る

と
、暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て

い
る
た
め
、周
囲
の
人
が
積
極
的
に
声
を
か
け
て

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防

　
暑
さ
が
原
因
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不

良
の
総
称
で
す
。重
症
化
す
る
と
、意
識
障
害
や

臓
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の
機
能
障
害
を
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し
て
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を
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と
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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中
症
が
起
こ
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仕
組
み

　
体
内
で
発
生
し
た
熱
は
、血
液
に
そ
の
熱
を
移

し
ま
す
。熱
い
血
液
は
体
表
の
皮
膚
近
く
の
末
梢

血
管
に
広
が
り
、そ
の
熱
を
体
外
に
放
出
し
て
血

液
の
温
度
を
下
げ
、冷
え
た
血
液
が
体
内
に
戻
っ

て
い
く
こ
と
で
、体
を
冷
や
し
ま
す
。

　
暑
く
な
る
と
、血
液
中
の
熱
を
放
出
し
よ
う
と

末
梢
血
管
に
血
液
が
集
ま
る
た
め
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を
含
む
内

臓
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血
流
が
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ま
い
や
立
ち
く
ら
み
と

い
っ
た
熱
中
症
の
初
期
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が
起
こ
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ま
す
。

　
ま
た
、暑
い
場
所
に
長
く
い
た
り
、脱
水
症
状

を
起
こ
し
て
汗
が
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け
な
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

体
の
内
部
の
温
度
が
上
が
り
、脳
を
含
む
内
臓
の

働
き
が
低
下
し
、頭
痛
や
意
識
障
害
な
ど
の
重
い

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

(Ⅱ度の症状に加え)
・意識がない
・けいれん
・呼びかけへの
　反応がおかしい
・異常な高体温
・肝臓や腎臓の
　機能障害
・血液の凝固異常

・頭痛、吐き気、
　だるい
・力が入らない
・軽い意識障害

・ただちに救急車を
　要請(119)
・到着するまで、
　涼しい場所へ
　移動し、 安静を保つ
・体が熱い場合は、
　保冷材などで冷やす

(Ⅰ度の対処法に加え)
・体を冷やす
　→自力で水分を
　　とれない場合や
　　症状がよくならな
　　ければ病院へ

症状 対処法重症度

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

熱中症の分類と対処法

・めまい、立ちくらみ
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・手足のしびれ
・気分が悪い

・涼しいところで
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・水分・塩分を補給
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地
域
と
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共
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部
長
・
評
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の
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成
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に
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は
採
れ
た
て
を
食
べ
る
の
が
一
番
の
贅
沢

だ
と
思
い
ま
す
。ピ
ー
マ
ン
も
時
間
が
経
つ
と
苦

味
が
出
て
き
ま
す
が
、
収
穫
直
後
は
甘
み
が
あ
り

孫
も
「
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

　
農
業
は
後
継
者
不
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が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、た
だ
作
物
を
採
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売
る
だ
け
で
な
く
、多
く

の
人
に
農
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。今
後
は
体
験
型
農
業
や
新
規

移
住
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
農
業
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
も
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
は
法
改
正
な
ど
動
き
が
目
ま
ぐ
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く
な
っ
て
い
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が
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
変
化
し
、
農
家
の
助
け
と
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
知
っ
て
ほ
し
い
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宿利 和昭さん（63） 担当戸数６戸
しゅくり かずあき

東部支所（杵築市八坂）

藤崎 二三庸さん（71） 担当戸数15戸
ふじさき ふみつね
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豊後清川駅
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清川中学校
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清川小学校
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神楽会館

道の駅きよかわ

直
売
所
甲
子
園
２
０
１
９
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
豊
後
大
野
市
清
川
町
に
あ
る「
道
の

駅
き
よ
か
わ
」を
紹
介
し
ま
す
。

清
川
町
は
ク
リ
ー
ン
ピ
ー
チ
や
金
ご
ま
が
有

名
で
、道
の
駅
で
は
生
鮮
商
品
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
加
工
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

特
に
私
が
お
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
、ク
リ
ー

ン
ピ
ー
チ
を
使
用
し
た「
も
も
ジ
ュ
ー
ス
」で

す
。濃
厚
な
味
わ
い
で
老
若
男
女
問
わ
ず
飲
み

や
す
い
商
品
で
す
。ほ
か
に
も
ク
リ
ー
ン
ピ
ー

チ
・
金
ご
ま
を
使
用
し
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な

ど
、お
出
か
け
の
際
に
そ
の
場
で
味
わ
え
る
商

品
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

青
果
の
ク
リ
ー
ン
ピ
ー
チ
は
、通
販
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、清
川
町
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
購
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

桃
の
産
地
な
ら
で
は

手
打
ち
そ
ば
と
歴
史
を
堪
能

NOSAI職員オススメSPOT

北部支所

　井上 靖一いのうえ せいいち

心温まる
手打ちそば
ですよ！

南部支所

　河津 森元かわづ
もりもと

私の地元
自慢の
道の駅です！

豊後大野市清川町砂田1574番地１
☎0974-35-2117
定休日／12月31日
営業時間／
店舗・売店  ７：30～18：00

10：00～18：00（ソフトクリーム）
※クリーンピーチ（青果）は６月下旬

から販売予定（人気商品のため、
電話確認をおすすめします）

豊後大野市清川町砂田1574番地１
☎0974-35-2117
定休日／12月31日
営業時間／
店舗・売店  ７：30～18：00

10：00～18：00（ソフトクリーム）
※クリーンピーチ（青果）は６月下旬

から販売予定（人気商品のため、
電話確認をおすすめします）

豊
後
高
田
市
都
甲
地
区
に
あ
る
手
打
ち
そ
ば

認
定
店「
鬼
会
の
里
」を
紹
介
し
ま
す
。

食
堂
で
は
地
元
の
お
母
さ
ん
達
が
心
を
込
め

て
打
っ
た
外
二
そ
ば（
そ
ば
粉
10
：
小
麦
粉
２
）

が
味
わ
え
ま
す
。中
で
も
オ
ス
ス
メ
は
焼
き
餅

の
入
っ
た「
鬼
の
目
そ
ば
」で
、ダ
シ
に
こ
だ

わ
っ
た
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
で
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
味
噌
が
塗
ら
れ
た

「
目
ざ
ま
し
餅
」も
ピ
リ
辛
で
や
み
つ
き
に
な
る

と
好
評
で
す
。

併
設
の
歴
史
資
料
館
で
は
、伝
統
行
事「
修
正

鬼
会
」を
映
像
で
体
感
で
き
、伝
統
文
化
を
紹
介

す
る
展
示
品
も
数
多
く
並
ん
で
い
ま
す
。

周
辺
に
あ
る
天
念
寺
や
川
中
不
動
も
有
名
で

奇
岩
秀
峰
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
景
色
を
堪

能
で
き
ま
す
よ
。ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
に
え

し
ゅ
じ
ょ
う

●無明橋

天念寺●
548

鬼会の里

直
売
所
甲
子
園
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

 

道
の
駅
き
よ
か
わ

伝
統
文
化
を
感
じ
る
伝
承
施
設

   

鬼
会
の
里

お
に
　  

え

豊後高田市長岩屋1152
☎0979-27-3049
定休日／毎月第２・４火曜日
営業時間／
資料館  ４月～11月　9：00～17：00
 12月～  ３月　9：30～16：00
食　堂 11：00～15：00

豊後高田市長岩屋1152
☎0979-27-3049
定休日／毎月第２・４火曜日
営業時間／
資料館  ４月～11月　9：00～17：00
 12月～  ３月　9：30～16：00
食　堂 11：00～15：00

　
国
東
市
安
岐
町
の
小
玉
信
行
さ
ん
は
、３

年
前
に
就
農
し
両
親
と
主
食
用
米
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
、飼
料
用
米
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、大
豆

13
ヘ
ク
タ
ー
ル
、麦
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培

し
て
い
る
。

　
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
情
報
収
集
を
欠
か
さ
な
い
小
玉
さ
ん
は
、

一
昨
年
か
ら
乾
田
直
播
に
よ
る
水
稲
栽
培
の
試
験
実
施
を
始
め
高
単

収
を
上
げ
て
い
る
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
機
械
を
導
入
し
、全
圃
場
の

面
積
な
ど
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
施
肥
量
や
収
穫
量
を
管
理
す
る
な
ど

ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
明
る
い
。今
年
か
ら
は
空
中
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
、麦
・
大
豆
の
防
除
に
活
用
し
労
力
の
軽
減
に
も
努
め
て
い
る
。

　
小
玉
さ
ん
は
、「
両
親
と
３
人
で
管
理
し
て
い
る
の
で
、こ
れ
以
上

の
面
積
拡
大
は
で
き
ま
せ
ん
が
、い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で
収
量
や
品
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
」と
話
し

て
く
れ
た
。

Q問題

今月の
表紙

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

Eメールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

水稲に被害を与える俗にジャンボタニシと呼ばれる
巻貝の正式和名は何でしょうか？

（カタカナで記載してください）

ハガキまたはEメールに下記の①～⑤を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
② 感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号

応募締め切り　2019年８月18日㈰（消印有効）
広報紙26号のクイズプレゼント応募期間が終了していないため、
前回当選のお知らせはありません。

ヒント：７ページを見てね！

《国東市安岐町　小玉さんファミリー》

本人　小玉　信行　さん （48）

父　　小玉　綱美　さん （78）

母　　小玉　靖子　さん （73）

こだま のぶゆき

こだま つなみ

こだま やすこ

「□□□□□□ガイ」

宇佐市の高級黒大豆「ク
ロダマル」を使用した煎り
豆ときな粉です。クロダマ
ルをじっくりと挽いて風味
豊かに仕上げた黒豆きな
粉は、トーストやアイスク
リームなどにぴったりで
す。焼酎やヨーグルトに
混ぜるなど変わった楽し
み方もできますよ。

宇佐市西大堀
㈱久保田ファーム

「黒大豆煎り豆と黒豆きな粉セット」

特産クロダマルをぜひ味わって
くださいと久保田昭廣さん

「㈱久保田ファーム」：宇佐市大字西大堀470番地
 ☎0978-38-3922

抽選で５名様に

プレゼント！
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くださいと久保田昭廣さん

「㈱久保田ファーム」：宇佐市大字西大堀470番地
 ☎0978-38-3922

抽選で５名様に

プレゼント！
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毎日の通勤路、車を運転中に歩道を進む小学
生の列が目に入る。心なしか前方の車も児童の
横を過ぎるときは速度を落としている。

多くのドライバーが滋賀県大津市で起きた事
故を思い出し、子ども達の行動や自身の運転に
注意しているのではないだろうか。

自身の命を守るためにも、まずは「自分は大丈
夫」という過信をなくし、安全確認・安全運転を
心掛けたい。

2019年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」7vol.27

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

①４月から新規就農し、季節野菜等のオーガニック栽
培に挑戦しています。また、家族と数種類の果樹を
２ha栽培しています。

②自分で栽培した野菜を初めて収穫し、家族においし
いと言ってもらえたこと。

③信頼
④愛犬と遊ぶ。音楽DVD鑑賞。
⑤規模を拡大し、たくさんのオーガニック野菜を消費者

に届けたいです。

①両親と一緒に、水稲15haの栽培と繁殖和牛10頭を
飼育しています。

②水田の管理を頼まれている人から、喜ばれることです。
③見て学べ
④時間があれば兄弟とライブを観たりしています。
⑤水稲も家畜も規模を拡大しながら、地域の農業を守

るために貢献していきたいです。

由布市挾間町　宇都宮　夢さん（21）

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

うつのみや ゆめ

杵築市山香町　河野　翔太さん（22）
かわの しょうた

ひんやり
山形の「だし」
ひんやり
山形の「だし」

● 作り方
 ①調味料はあらかじめ混ぜておく（めんつゆ、ポン酢で代用可）
 ②野菜を細かく刻む（ナスは事前に５分程水にさらしあく抜き）
 ③刻んだ野菜と調味料を混ぜて冷蔵庫で冷やして完成。

● 材料（５人前）
 　きゅうり……………… １本
 　ナス ………………… １本
 　ミョウガ……………… ３本
 　オクラ………………… ５本
 　しそ ………………… ５枚

 　クロメ………………… 20ｇ
 　カツオだし…………… 適量
 　薄口醤油 …………… 適量
 　レモン汁 …………… 適量
※材料はお好みの夏野菜を入れて

今回、レシピを教えてくれたのは米農家で旅館経営をされている竹田
市直入町の御沓洋子さん。夏野菜と香味野菜を合わせた暑い日にぴった
りの料理で、御沓家オススメのアレンジを加えてます。

※山形県村山地方の
　郷土料理です。
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つくってみちょくれ！

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

※本表紙の撮影では航空法等に従い水を散布しています。
　実際の防除作業ではヘルメット・保護マスク等を着用し安全に作業を行いましょう。
※本表紙の撮影では航空法等に従い水を散布しています。
　実際の防除作業ではヘルメット・保護マスク等を着用し安全に作業を行いましょう。
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